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column
ア
ー
ト
・
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
95
：

美
術
界
で
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
争
」

―
―
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
と
抵
抗
の
歴
史

北
原
恵

１
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
争
」
を
ふ
り
か

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

こ
の
夏
、「
今
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論

争
を
ふ
り
か
え
る
」
と
い
う
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
一
九
九
〇

年
代
後
半
に
美
術
界
で
く
り
広
げ
ら

れ
た
、
あ
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
争
」

の
こ
と
で
あ
る
。
狭
義
に
は
、
美
術

史
研
究
や
美
術
館
に
お
い
て
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
視
点
に
立
っ
た
研
究
や
展

覧
会
が
次
々
と
登
場
し
た
こ
と
に
対

し
て
、
男
性
研
究
者
や
批
評
家
た
ち

が
ミ
ニ
コ
ミ
で
批
判
し
、
そ
れ
に
応

答
・
再
批
判
し
た
一
連
の
や
り
取
り

を
指
す
［
1
］。

き
っ
か
け
は
、
一
九
九
七
年

夏
、
当
時
毎
日
新
聞
の
記
者
だ
っ

た
三
田
晴
夫
が
、
美
術
系
の
ミ
ニ

コ
ミ
誌
『
Ｌ
Ｒ
』
で
、
ジ
ェ
ン

争
』
を
経
た
現
在
、
何
が
変
わ
り
何

が
変
わ
ら
な
い
の
か
、
今
、「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
論
争
」
を
ふ
り
か
え
る
こ
と

で
、
現
状
を
変
え
る
た
め
に
何
が
必

要
な
の
か
を
共
に
考
え
る
場
に
し
た

い
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年

代
後
半
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
争
で
は
、

数
か
月
後
に
相
手
が
応
答
し
、
二
年

に
渡
っ
て
ア
ー
ト
系
の
ミ
ニ
コ
ミ
を

中
心
に
論
争
が
く
り
広
げ
ら
れ
た
。

そ
れ
は
、
一
気
に
ネ
ッ
ト
で
炎
上
し

て
終
わ
っ
て
し
ま
う
現
在
の
メ
デ
ィ

ア
状
況
と
は
大
き
く
異
な
る
。当
時
、

本
連
載
に
お
い
て
論
考
（
第
22
回
）

を
書
い
て
論
争
の
末
端
に
加
わ
り
、

ま
た
今
回
の
シ
ン
ポ
で
も
司
会
を
務

め
た
者
と
し
て
、
記
録
し
て
お
き
た

い
。

２　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
取
り
組
む
新
た

な
世
代

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
七
月
一
八
日

（
日
）
の
夕
方
、
三
時
間
に
わ
た
っ

て
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
二

部
構
成
の
第
一
部
で
は
四
人
の
発
表

者
が
報
告
し
、
第
二
部
で
コ
メ
ン
ト

く
な
か
、論
争
は
他
に
も
広
が
っ
た
。

稲
賀
繁
美
や
故
・
若
桑
み
ど
り
な
ど

美
術
史
研
究
者
た
ち
も
ミ
ニ
コ
ミ

誌
『
あ
い
だ
』
で
、
美
術
史
研
究
へ

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
概
念
の
有
効
性
を
め

ぐ
っ
て
論
争
を
展
開
す
る
。
背
景
に

は
、
故
・
千
野
香
織
や
故
・
若
桑
み

ど
り
が
、
美
術
史
学
会
な
ど
で
ジ
ェ

ン
ダ
ー
研
究
の
重
要
性
を
提
起
し
、

一
九
九
五
年
に
は
イ
メ
ー
ジ
＆
ジ
ェ

ン
ダ
ー
研
究
会
を
創
設
す
る
な
ど
、

一
気
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
が
美
術
界

に
お
い
て
存
在
感
を
増
し
て
い
た
状

況
が
あ
る
。

と
は
い
っ
て
も
、
今
は
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
論
争
」
の
中
身
は
お
ろ
か
、
そ

ん
な
出
来
事
が
あ
っ
た
こ
と
さ
え
、

知
る
人
は
少
な
い
。
そ
こ
で
今
回
、

美
術
史
研
究
者
の
吉
良
智
子
と
、
論

争
の
当
事
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た

元
・
栃
木
県
立
美
術
館
学
芸
員
の
小

勝
禮
子
の
発
案
で
、
イ
メ
ー
ジ
＆

ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
会
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
意
義
に
つ

い
て
主
催
者
は
、「『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論

ダ
ー
を
冠
し
た
展
覧
会
を
十
把
一
絡

げ
に
西
洋
か
ら
の
「
借
り
物
」
の
思

想
だ
と
非
難
し
た
こ
と
か
ら
、
論
争

は
始
ま
っ
た
。「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
：
記

憶
の
淵
か
ら
」
展
（
東
京
都
写
真
美

術
館
、
一
九
九
六
年
）、「
デ
・
ジ
ェ

ン
ダ
リ
ズ
ム
」
展
（
世
田
谷
美
術
館
、

一
九
九
七
年
）「
揺
れ
る
女
、
揺
ら

ぐ
イ
メ
ー
ジ
」
展
（
栃
木
県
立
美
術

館
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
の
展
覧
会

が
名
指
し
さ
れ
、
ア
ー
ト
で
従
軍
慰

安
婦
問
題
や
軍
事
侵
略
を
扱
う
こ
と

が
、「
批
判
で
き
な
い
よ
う
な
正
義

性
に
覆
わ
れ
」
た
抑
圧
的
な
作
品
と

し
て
貶
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
揺
れ
る
女
、

揺
ら
ぐ
イ
メ
ー
ジ
」
展
を
企
画
し
た

学
芸
員
（
当
時
）
の
小
勝
禮
子
が
半

年
後
に
反
論
し
、
再
反
論
な
ど
が
続

PP93／175-180／CR.indd   176PP93／175-180／CR.indd   176 2021/08/16   11:212021/08/16   11:21



177 Culture Review

「「ジェンダー論争」のおおまかな流れ」佐藤紀鈴、2020 年作成

1997 

1998 

「ジェンダー論争」のおおまかな流れ                       （作成：佐藤紀鈴） 
主な登場人物（当時の肩書）：稲賀繁美（国際日本文化研究センター）、上田高弘（立命館大学教員）、小川裕充（東京大学教

員）、笠原美智子（東京都写真美術館学芸員）、北原恵（東京大学大学院生）、小勝禮子（栃木県立美術館学芸員）、三田晴夫（毎日

新聞学芸部記者）、鈴木杜幾子（明治学院大学教員）千野香織（学習院大学教員）、山本育夫（『ＬＲ』編集長）、若桑みどり（千葉

大学教員） 

※人物名横の記号は、主要発表媒体を示した（○：「ＬＲ」、△「あいだ」、「あいだ extra」）。それ以外の媒体は、記載している。 

 
                         
 
《美術展示／批評の方法論について》           《美術史学上の研究視点として》 

 
 
 
  

88月月 Ａ-1:三田晴夫（○）                  
 
 

22月月 Ｂ-1:小勝禮子（○）             11月月 I-1：稲賀繁美（△） 

55月月 A-2:三田（○）               33月月 Ｊ：小川裕充（『美術史論叢』）【Ｇ、Ｈに対して】 
77月月  Ｃ-2:若桑（○）               55月月 C-１:若桑みどり（△） 
    B-2：小勝（○）               66月月 I-2：稲賀（△） 
99月月 A-3:三田（○）               ９９月月 C-3：若桑（△） 
                          I-3：稲賀（△） 

 
1100月月  
 
1111月月 B-3:小勝（○） 

E:上田（『武蔵野美術』）同氏連載の季評のひとつ 
 
1122月月  

   

 
                                 

22月月 I-4:稲賀【Dに対して】 
33月月 A-4:三田（○） 
  

  

  

５５月月 E-2:上田（○）（A-4に対しての抗議？）                

1111月月 O:笠原美智子（○）（『ＬＲ』編集長山田育夫によるインタビュー） 

1122月月  

  

  

「ジェンダー展」の活況 

 

文化財研究所「いま美術史をふりかえる」 

1122月月ＧＧ：千野香織口頭発表「日本美術のジェンダー」 

ＨＨ：鈴木「美術とジェンダー‐序にかえて」 

『美術とジェンダー‐非対称の視線』（ブリュッケ） 

1999 

D:北原（インパクション）同氏の連載する「アートアクティヴィズム」のひとつ 

 

F:三田、嶋崎吉信、高島平吾（ＢＴ） ＢＴ上での 1年のアートを振り返る座談会 

N:イメージ＆ジェンダー研究会「座談会」（イメージ＆ジェンダー研究会機関紙 Vol.1） 
 

K:千野（I,Jへの応答を含む），L:光田由里，M:鈴木杜幾子（Jに対しての反論） 
（『女？日本？美？』慶応義塾大学出版会 所収 1996年実施の同名シンポジウムをもとにした論集） 
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と
議
論
を
行
な
っ
た
。

第
一
部
で
は
、
ま
ず
、
佐
藤
紀
鈴

が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
争
の
事
実
経
過
を

簡
潔
に
ま
と
め
（
別
表
参
照
）、
吉

良
智
子
が
日
本
美
術
史
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
視
点
を
導
入
し
た
千
野
香
織
の

仕
事
を
紹
介
し
た
。
続
い
て
ジ
ェ
ン

ダ
ー
論
争
を
知
ら
な
い
世
代
と
し
て

長
倉
友
紀
子
と
高
橋
ひ
か
り
の
二
人

が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
視
点
や
若
い

世
代
か
ら
見
た
見
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論

争
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
長
倉
と
高

橋
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
主
宰
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
―
―T

im
eline Project

と
「
ひ
と
と
ひ
と
」
―
―
を
紹
介
し

て
、
現
在
の
美
術
界
に
お
け
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
取
り
組
み
の
一
端
を
見
せ

て
く
れ
た
。

後
半
の
二
部
で
は
、
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
の
小
勝
禮
子
が
、
自
身
が
企

画
し
三
田
に
批
判
さ
れ
た
展
覧
会

「
揺
れ
る
女/

揺
ら
ぐ
イ
メ
ー
ジ
：

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
誕
生
か
ら
現
在

ま
で
」（
一
九
九
七
年
）
の
内
容
を

詳
し
く
説
明
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
争

以
降
展
開
す
る
展
覧
会
の
状
況
に
つ

い
て
も
簡
単
に
紹
介
し
た
。
小
勝

は
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
争
」
の
あ
と

も
二
〇
世
紀
半
ば
の
日
本
の
女
性

美
術
家
の
調
査
を
精
力
的
に
続
け
、

「
奔
る
女
た
ち　

女
性
画
家
の
戦
前
・

戦
後
１
９
３
０
―
１
９
５
０
年
代
」

展
や
「
前
衛
の
女
性
１
９
５
０
―

１
９
７
５
年
」
展
を
開
催
し
て
、
重

要
な
基
礎
研
究
を
築
い
た
。
そ
の
後

の
質
疑
応
答
で
は
議
論
を
深
め
る
の

は
難
し
か
っ
た
が
、
主
催
者
の
予
想

を
上
回
る
参
加
者
（
約
二
五
〇
名
）

の
数
は
、
今
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
美
術

に
関
す
る
強
い
関
心
を
物
語
っ
て
い

る
。あ

い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

２
０
１
９
で
は
、
出
品
作
家
数
を
男

女
半
々
に
す
る
と
い
う
当
初
の
宣
言

は
、
そ
の
後
の
検
閲
事
件
の
た
め
に

か
き
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、近
年
、

美
術
界
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
具
体
的
な
数
字
や
本

人
た
ち
の
告
発
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
、
関
連
グ
ル
ー
プ
や
展
覧
会
が

途
切
れ
ず
に
生
ま
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
今
年
度
だ
け
に
限
っ

て
み
て
も
、「V

iva, V
ideo ! 

久

保
田
成
子
」
展
や
、「
ア
ナ
ザ
ー
エ

ナ
ジ
ー　

挑
戦
し
つ
づ
け
る
力
：

世
界
の
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
１
６

人
」
展
、「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
ズ / 

FEM
IN

ISM
S

」
な
ど
が
、
日
本
各

地
の
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
。
こ
の

う
ち
私
が
見
た
の
は
、
久
保
田
成
子

展
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
れ
ま

で
「
ナ
ム
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
ク
の
妻
」

と
し
て
扱
わ
れ
彼
の
影
に
隠
れ
て
き

た
久
保
田
を
、
作
品
や
史
資
料
に

よ
っ
て
評
価
し
直
す
優
れ
た
展
覧
会

だ
っ
た
。

雑
誌
『
美
術
手
帖
』
も
ウ
ェ
ブ
版

が
継
続
的
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
連
の
記

事
を
発
信
し
て
い
る
。
こ
の
夏
に
は

「
女
性
た
ち
の
美
術
史
」（
八
月
号
）

を
企
画
し
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
戦
後
現
代
美
術

を
見
直
そ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
、
女

性
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
「
超
少
女
」
や
「
女
の
子
」

と
し
て
若
い
世
代
だ
け
を
も
て
は
や

す
か
、
あ
る
い
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
過

ぎ
た
流
行
と
し
て
扱
っ
て
き
た
従
来

の
同
誌
に
お
い
て
は
読
み
ご
た
え
の

あ
る
企
画
だ
っ
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
心
を
持
ち
活
動

す
る
ア
ー
ト
系
の
グ
ル
ー
プ
も
次
々

と
誕
生
し
て
い
る
。
筆
頭
に
挙
げ
ら

れ
る
の
は
、
ゲ
リ
ラ
・
ガ
ー
ル
ズ
に

示
唆
を
受
け
て
二
〇
一
五
年
に
発
足

し
、
日
米
韓
な
ど
の
地
域
で
ア
ー
ト

界
の
不
平
等
と
戦
う
「
明
日
少
女

隊
」
で
あ
る
。
二
〇
一
八
年
に
は

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
遠
藤
麻
衣
と
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
の
丸
山
美
佳
が
、ク
ィ
ア
・

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
系
ア
ー
トZIN

E

『M
ultiple Spirits

（
マ
ル
ス
ピ
）』

を
、
ウ
ィ
ー
ン
と
東
京
を
拠
点
に
始

め
た
。
ベ
ル
リ
ン
で
長
く
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
活
動
を
続
け
て
き
た
長

倉
友
紀
子
は
、
二
〇
一
九
年
に
渡
辺

康
子
と
「T

im
eline Project

」
を

創
っ
た
。
そ
れ
は
、「
女
性
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
」
の
活
動
や
出
来
事
を
年
表
に

書
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
た

ち
の
目
か
ら
美
術
史
の
再
考
を
試
み

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
海
外
経
験
者
が
目
立
つ
の
は
、

否
が
応
で
も
「
日
本
人
女
性
」
で
あ
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る
こ
と
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
異

文
化
の
中
で
の
生
活
体
験
と
、
日
本

の
旧
態
依
然
と
し
た
美
術
界
の
セ
ク

シ
ズ
ム
や
没
「
政
治
性
」
へ
の
実
感

が
行
動
に
結
び
つ
い
た
か
ら
だ
ろ

う
。こ

の
ほ
か
に
も
、「Back and 

Forth Collective

」
や
高
橋
ひ
か

り
の
「
ひ
と
と
ひ
と
」
な
ど
、「
女
性
」

の
ア
ー
ト
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
の
活
動

は
盛
ん
で
あ
る
［
2
］。
ま
た
、
統

計
デ
ー
タ
か
ら
日
本
美
術
界
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
不
平
等
を
明
ら
か
に
し
た
竹

田
恵
子
や
、
彫
刻
家
で
あ
り
批
評
家

で
も
あ
る
小
田
原
の
ど
か
や
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
視
点
に
よ
っ
て
戦
争
画
か

ら
炎
上
Ｃ
Ｍ
ま
で
わ
か
り
や
す
く
解

説
す
る
吉
良
智
子
た
ち
の
研
究
の
積

み
重
ね
は
大
き
い
。関
西
で
は
今
春
、

大
阪
大
学
を
拠
点
に
中
嶋
泉
と
私
が

「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
＆
ア
ー
ト
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
創
設
し
、
活
動
を

始
動
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。

史
、
②
現
代
ア
ー
ト
、
③
展
示
・
メ

デ
ィ
ア
に
お
け
る
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

視
点
か
ら
の
読
み
直
し
と
し
て
ま
と

め
た
。
な
か
で
も
、
千
野
が
提
起
し

た
「
千
野
モ
デ
ル
」
―
―
平
安
時
代

に
確
立
し
た
中
国
と
日
本
の
関
係
を

男
女
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
な
ぞ
ら
え
た

文
化
構
造
の
図
式
―
―
に
つ
い
て

は
、
日
本
美
術
史
研
究
者
か
ら
の
応

答
が
求
め
ら
れ
る
。

私
が
千
野
香
織
に
初
め
て
会
っ
た

の
は
、
一
九
九
二
年
ア
メ
リ
カ
で
彼

女
が
在
外
研
究
を
し
て
い
る
と
き
で

あ
る
。
ノ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
イ
ソ
ン
の

新
し
い
美
術
史
研
究
の
方
法
論
を
学

ぶ
千
野
が
、ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で「
千

野
モ
デ
ル
」
を
発
表
す
る
の
を
聞
い

た
。
英
語
圏
で
は
す
で
に
一
九
六
〇

年
代
末
か
ら
リ
ン
ダ
・
ノ
ッ
ク
リ
ン

や
グ
リ
ゼ
ル
ダ
・
ポ
ロ
ッ
ク
、
ル
ー

シ
ー
・
リ
パ
ー
ド
な
ど
、
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
の
視
点
か
ら
の
美
術
史
研
究
は

始
ま
っ
て
い
た
が
、
日
本
で
は
そ
れ

ら
の
研
究
は
美
術
史
学
の
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
業
界
で
は
頑
な
に
拒
絶
／
無
視

さ
れ
、
主
に
研
究
を
担
っ
て
い
た
の

は
、
他
領
域
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
研

究
者
や
在
野
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

だ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
偏
狭
な
日
本
の
美
術
史

業
界
で
、
当
時
、
千
野
は
男
性
研
究

者
た
ち
か
ら
、「
よ
う
や
く
性
に
目

覚
め
た
」と
揶
揄
さ
れ
て
い
た
。「
性

の
目
覚
め
」
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
覚
醒

が
気
の
利
い
た
洒
落
と
し
て
、
公
然

と
語
ら
れ
る
状
況
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
周
囲
の
院
生
た
ち
で
さ
え
千
野

の
研
究
を
「
危
険
視
」
し
て
い
た
美

術
界
に
お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究

は
タ
ブ
ー
だ
っ
た
。
一
九
九
五
年
、

若
桑
と
千
野
を
中
心
に
私
も
加
わ
り

数
名
で
イ
メ
ー
ジ
＆
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を

結
成
す
る
と
、
あ
ち
こ
ち
で
孤
立
し

て
い
た
研
究
者
や
学
芸
員
た
ち
が
一

気
に
集
ま
っ
て
き
た
。
院
生
だ
っ
た

私
は
研
究
会
に
の
め
り
こ
み
、
若
桑

の
千
葉
大
で
の
授
業
に
も
ぐ
っ
た
。

当
時
の
研
究
会
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
機
関
誌
『
イ
メ
ー
ジ
＆
ジ
ェ
ン

ダ
ー
』（
一
九
九
九
～
二
〇
一
〇
年
、

現
在
は
休
刊
中
）
で
知
る
こ
と
が
で

き
る
［
3
］。

３　

論
争
を
振
り
返
る
と
き
必
要
な

の
は
歴
史
的
背
景

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
争
」
を
振
り

返
っ
て
み
て
あ
ら
た
め
て
思
う
の

は
、
こ
の
名
前
に
つ
い
て
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
社
会
学
や
歴
史
学
の
領

域
で
あ
れ
ば
あ
り
え
な
い
よ
う
な
大

雑
把
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
裏
を

返
せ
ば
、
そ
れ
だ
け
一
九
九
〇
年
代

後
半
の
日
本
の
美
術
界
に
及
ぼ
し

た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
の
激
震
は
大
き

く
、
そ
れ
ま
で
に
何
も
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
美
術
史

研
究
の
学
会
に
お
い
て
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
」
が
正
面
か
ら
議
論
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
代

に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
他

領
域
の
学
問
分
野
に
比
べ
て
、
圧
倒

的
に
遅
れ
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
論
争
の
背
景
を
知
る

う
え
で
、
日
本
美
術
史
学
の
な
か
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
概
念
を
果
敢
に
持
ち
込

ん
だ
千
野
香
織
の
仕
事
は
、「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
論
争
」
の
考
察
に
は
欠
か
せ

な
い
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
吉
良
は
、

千
野
の
仕
事
を
①
美
術
作
品
や
美
術
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【
き
た
は
ら 

め
ぐ
み
：
戦
時
下
の
視

覚
文
化
と
社
会
に
つ
い
て
研
究
中
。

主
な
著
作
に
『
ア
ー
ト
・
ア
ク
テ
ィ

ヴ
ィ
ズ
ム
』『
攪
乱
分
子
＠
境
界
』（
と

も
に
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
）、
編
著

に
『
ア
ジ
ア
の
女
性
身
体
は
い
か
に

描
か
れ
た
か
』（
青
弓
社
）
な
ど
。】

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
争
」
は
、
狭
義

の
論
争
だ
け
を
読
ん
で
い
る
と
見
落

と
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
第
一

に
、
当
初
名
指
し
で
批
判
さ
れ
た
の

が
公
立
美
術
館
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関

連
の
展
覧
会
だ
っ
た
た
め
、
ど
う
し

て
も
美
術
館
中
心
に
な
っ
て
し
ま

い
、
当
時
の
美
術
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を

考
え
る
際
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち

の
様
々
な
ア
ー
ト
活
動
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
こ
と

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
四
年

に
イ
ト
ー
・
タ
ー
リ
を
中
心
に
結
成

さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
ま
で
続
い
た

Ｗ
Ａ
Ｎ
（
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ア
ー
ト
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
果
た
し
た
役
割

は
重
要
で
あ
る
。「
越
境
す
る
女
た

ち
２
１
」
展
の
開
催
や
、
日
韓
の
美

術
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
他
の
ア
ジ
ア
諸

国
の
女
性
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
交
流

は
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
を
育
み
、

ア
ジ
ア
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
た
ち
の

ア
ー
ト
交
流
の
基
礎
を
築
い
た
。

第
二
に
、
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て

の
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
ち
ょ
う

ど
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
争
の
起
こ
っ
た

一
九
九
〇
年
代
後
半
は
日
本
で
も
歴

史
修
正
主
義
が
勢
い
を
増
し
、
に
わ

か
に
右
傾
化
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ

る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
争
で
は
架
空
の

設
定
だ
っ
た
が
、
日
本
軍
「
慰
安

婦
」
を
テ
ー
マ
に
作
品
を
制
作
し
て

い
た
嶋
田
美
子
を
明
ら
か
に
指
し
た

バ
ッ
シ
ン
グ
の
背
景
に
は
、
教
科
書

か
ら
「
慰
安
婦
」
に
関
す
る
記
述
を

削
除
さ
せ
よ
う
と
す
る
右
派
の
動
き

と
社
会
の
人
々
の
意
識
の
急
激
な
変

化
が
あ
っ
た
。
美
術
界
の
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
論
争
」
は
、
そ
の
後
、
全
国
的

に
吹
き
荒
れ
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
フ

リ
ー
・
バ
ッ
シ
ン
グ
」（
二
〇
〇
四

～
二
〇
〇
六
年
）
の
予
兆
で
も
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
あ
と
、
友
人
か

ら
「
自
分
の
経
験
や
出
来
事
を
相
対

化
し
て
、
政
治
的
な
問
題
と
し
て
語

る
側
面
が
薄
か
っ
た
」
と
い
う
感
想

を
い
た
だ
い
た
。
最
近
の
ア
ー
ト

界
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
顕
在
化
を

#M
eT

oo

運
動
だ
け
で
な
く
、
東

日
本
大
震
災
後
の
社
会
運
動
の
新
し

い
広
が
り
や
、
さ
ら
に
は
一
九
七
〇

年
代
の
リ
ブ
の
歴
史
の
な
か
で
考
え

よ
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
友
人
の
言

う
よ
う
に
、
今
後
、
も
し
再
び
バ
ッ

ク
ラ
ッ
シ
ュ
や
無
視
の
嵐
が
吹
き
荒

れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
私
は
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
と
美
術
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
見
定

め
な
が
ら
、
と
も
に
変
革
を
続
け
て

い
き
た
い
。。

注［
１
］「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
争
」
に
つ

い
て
は
、
イ
メ
ー
ジ
＆
ジ
ェ

ン
ダ
ー
研
究
会
の
Ｈ
Ｐ
で
元
の

論
争
記
事
を
読
む
こ
と
が
で

き

る
。https://im

gandgen.
org/2021/10718/

［
２
］
内
海
潤
也
「
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ

を
超
え
て
―
―
「
女
性
」
ア
ー
ト
・

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
の
隆
盛
とBack 

and Forth Collective

に
つ
い

て
」『
美
術
手
帖
』
二
〇
二
一
年

八
月
号
：
清
水
知
子
編
「
２
１
世

紀
の
ア
ー
ト
／
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ

ム
／
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ウ
ェ
ブ
マ
ガ

ジ
ン
『RELA

T
IO

N
S

』vol.5, 
二
〇
二
一
年
五
月
。

［
３
］
Ｗ
Ａ
Ｎ
（
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
Ｈ

PP93／175-180／CR.indd   180PP93／175-180／CR.indd   180 2021/08/16   11:212021/08/16   11:21

【お詫び】
＊注３が途中で切れていました。
[3] WAN（ウィメンズ・アクション・ネットワーク）の
HPのミニコミ図書館で、全巻閲覧可。

＊本PDFでは、表「「ジェンダー論争」のおおまかな流れ」
(p.177)をカラーに差し替えています。
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